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　コンクリートのひび割れと耐久性の研究の歴史は古く，今なお解決を見ない課題の一つである。RILEM TC 214-CCD（Concrete cracking and its relation to durability: Integrating material properties with structural performance）は敢えてこの難問に取り組むために設立されたRILEMの技術委員会である。委員長は米国パデュー大学のJason Weiss教授，幹事はデンマーク工科大学のMette Geiker教授が務めている。欧州の研究者が多数を占める中で，ミシガン工科大学のVictor Li教授と並ぶ数少ない米国の委員長である。メンバーは以下の通りである。本ニュースでは以前に，TCが主催するワークショップの概要について報告したが，ここでは本TCが取りまとめつつあるState-of-the-art-reportの概要と今後の予定について紹介する。
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State-of-the-art-reportの概要と今後
2008年にイタリアのバレンナおよび2009年にイスラエルのハイファで会議が開催され，このTCの最終成果物としてのState-of-the-art-reportの内容についての議論がなされた（写真はハイファ イスラエル工科大学での会議の一コマ）。その構成はおおよそ以下の通りである（表参照）。著者は第2章ひび割れの原因（Chap.2）を主に担当するが，このひび割れの原因をまとめた英訳版の指針として，（社）日本コンクリート工学協会　コンクリートのひび割れ調査，補修・補強指針（Practical Guideline for Investigation, Repair and Strengthening of Cracked Concrete Structures）がある。2003年に発刊されたこの指針は既に委員会にも紹介しており，その評価の高かったことは本誌においても報告したが，著者としては本指針を引用した上でこの内容をState-of-the-art-reportに取り込み，日本の実用技術をおおいにアピールしたいと考えている。このState-of-the-art-reportは2010年にドイツのアーヘンで開催されるRILEM Weekにあわせて報告される予定である。そういう意味で，2006年に初めてのミーティングがカナダのケベックで開催されてから4年が経過する本委員会は，いよいよ追い込みの段階に入る。
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写真　ハイファでの会議の一コマ（奥に見えるのがJason Weiss教授，その右の白い服装の女性がMette Geiker教授）

表　State-of-the-art-reportの構成案　（カッコ内は執筆主担当）

Chap.1 Motivation/Overview (Jason Weiss)

TCが焦点を当てるひび割れと耐久性の関連図（2008年会議の議事録から引用）
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Chap.2 Causes of cracking (Kei-ichi IMAMOTO)

Chap.3 Crack Characterization (Frank Weise)

ひび割れに関する試験室および原位置での試験方法などの紹介がなされる予定
Chap.4 Transport tests (Hans Reinhardt)

Chap.5 Numerical modelling (Erik Schlangen)

ひび割れ形成のモデルとひび割れ部における物質移動に関するモデルの紹介がなされる予定
Chap.6 Width ‘Rules of thumb’ (Mette Geiker)

許容ひび割れ幅などの各国比較がなされる予定
Chap.7 Crack minimisation and treatments (Joost Gulikers)

Chap.8 Research and standardisation needs (Joost Gulikers)
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